
薬剤師会と介護支援専門員協議会の合同研修を 9/5（水）に開催しました 

※事業項目（エ）医療・介護関係者の情報共有の支援での取り組み 

度重なる台風や地震などの災害のニュースが相次ぎ不安な日々が続いています。利根沼田も猛暑から一

転、秋の肌寒さが日に日に深まってきており、体調を崩す方が増えていますが皆さんは大丈夫ですか？ 

 今回開催した合同研修は、以前より、介護支援専門員から内服の飲み忘れの心配や残薬について、薬の

副作用についてなどのことを相談できるところが欲しいなど、内服に関しての相談が多く聞かれていたこ

ともあり、群馬県薬剤師会と相談をさせていただいたことがきっかけとなり、渋川地区にて導入されてい

る「内服チェックシート」の取り組みを利根沼田地区にも試験的に運用し、気軽に薬剤の相談が薬剤師に

できるようにとの運びとなりました。 

顔合わせのため職種混合グループワークを行い顔の見える関係を構築することに焦点を当てて実施させて

いただいた結果、約 100名の参加者が予定時間では足りなくなるほどグループワークが盛り上がり、名刺

交換や今後継続しての研修企画の希望をいただける盛況ぶりとなりました。 

「参加して良かったよ」「またやってほしい」など 

大好評につき、第２回を年度内に調整中です。お楽しみに！ 

 

今後は、介護支援専門員や包括支援センター・在宅介護支援センターなどで「内服チェックシート」をご

活用いただき、使っていきながら改善を職能団体より選出されたメンバーで調整していきます。 

在宅訪問にて「内服への質問・相談」あれば、ぜひ「内服チェックシート」をご活用ください。 

※「利用説明」と「チェックシート様式」はぬまたとね医療・介護連携相談室まで問い合わせください 

 

【重要】ぬまたとね医療・介護連携相談室 職員追加募集のお知らせ 

「ぬまたとね医療・介護連携相談室」の活動が、来年度は利根郡全域（みなかみ町・昭和村・川場村・片品村）

に広がる予定となりました。現在の体制をより強化していくため職員の募集をさせていただくこととなりまし

た。土日祝日はお休みで夜勤なし残業少な目、家庭事情や学校行事に配慮した勤務も可能です。出産後で復職

を悩んでいらっしゃる方、子育てと仕事の両立、介護と仕事の両立などで悩んでいる方など働きやすい環境だ

と思いますので、ぜひご相談ください。 

地域連携や多職種連携に興味があり、様々な企画や地域ルール作成など多方面の活躍をしてみたい方、お問い

合わせをお待ちしています。（※給与面等は取得資格等で若干異なります） 

 

※お問い合わせ先：ぬまたとね医療・介護連携相談室 

電話：０２７８-２５－３６７１（職員募集の件でとお話しください） 
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第１回「多職種協働での事例検討会」のお知らせ 

※事業項目（カ）医療・介護関係者の研修での取り組み 

別紙にてすでに関係団体を通じてご案内をお送りさせていただきましたが、10/16（火）に気軽に参加で

きる「他職種協働での事例検討会」を、当相談室にて開催させていただくこととなりました。 

「多職種による視点や考え方」による「気づき」や「学び」、そして参加者同士のつながりができれば何

よりです。 

会場やワーク内容の関係もあり、「定員先着順」となっておりますので、申し込みの際はご注意くださ

い。こちらで出された意見などを参考に、ぬまたとね医療・介護連携相談室から行政に提案や相談をす

ることもあるかもしれません。ぜひ、ご自身の悩みや体験なども話し合ってみませんか？ 

★こんな相談をいただきました～これまでに対応した相談事例の一部を紹介します 

Ｑ：他の法人は介護のご利用者様が亡くなられた場合「弔電」や「葬儀への参加」はどうしていますか？ 

Ａ：似たような規模の複数他事業所にて実施している方法をお伝えしました。（〇年以上の利用で弔電、お通夜に

利用中のお写真などを持参しご挨拶、葬儀後に１週間以内に自宅訪問しご焼香など） 

 

Ｑ：他圏域に入院した場合に「入院時情報提供の様式」は利根沼田様式で良いのか？ 

Ａ：県内のほぼ全ての圏域にて「その地域の入退院調整ルール」と「専用の様式」があるため、入院 

された病院を確認し「その圏域のルールや様式」のご案内を行いました。 

 

Ｑ：災害支援に詳しいとお聞きしたので、災害に関しての基礎知識などを教えてもらいたい。 

Ａ：災害に関する基礎的な心構えや、もしもに備えての準備方法等の情報提供を行い、これから開催予定の 

「災害研修」の内容にも盛り込みたいことを伝えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅医療・介護に関して地域で共有すべき良い情報がありましたら、  

ぜひ相談室までお知らせください。  📞：0278-25-3671 
 

連携アンケートへのご協力ありがとうございました 

※事業項目（エ）医療・介護関係者の情報共有の支援での取り組み 

地域の医療介護関係者の皆様のご協力にて「442件」の回答をいただくことができました。 

自由記載をしていただく設問が多かった関係もあり、全てのデータを公表すると A4 で 50 ぺージ近く

になってしまたため、必要な部分を抽出して今回の広報誌に「アンケート結果簡易版」として付属させ

ていただきます。 

この結果を活用し、連携方法やルールなどを「利根沼田地区」で統一して実施していけるようこれから

相談・検討を行っていく予定です。今後とも皆様の声をお聞きしながら様々な調整をしていきたいと思

いますので、今後ともよろしくお願いいいたします。 


